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美作市教育委員会事務の点検及び評価について

１ はじめに

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律（平成２０

年４月１日施行）により、教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理

及び執行状況について、点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成

し、議会に提出するとともに、市民へ公表することとなっております。

 この報告書は、美作市教育委員会が、同法の規定に基づき、毎年度教育行政

の基本方針として定めている「美作市教育行政の重点施策」に関し、平成２６

年度に重点的に取り組んだ事業について、点検及び評価を実施した結果をとり

まとめたものです。

２ 点検評価の基本方針

（１）目的

 教育委員会は、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について自ら点

検及び評価を行い、その結果に関する報告書を議会に報告するとともに、公表

することにより、市民への説明責任を果たし、市民に信頼される教育行政を推

進することを目的とします。

（２）対象事業と点検・評価の方法

 教育委員会では、毎年度「美作市教育行政の重点施策」を定めており、主要

な事業の取り組み並びに達成状況について点検・評価を行いました。

点検・評価の方法については、評価及び課題を文章で表現しています。

 また、評価の客観性を確保する観点から、学識経験者からの評価及び意見を

いただきました。

（学識経験者）                       敬称略

氏  名 所 属 等

廣 瀨   勝 元 中 学 校 校 長

小 林 久 訓 元 小 学 校 校 長
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平成２６年度教育委員の活動状況

教育委員                    （平成 26 年 8 月 5 日現在）

役 職 名 氏 名 就任年月日 現 任 期

委員長 有 瀬 ます子
平成 19 年 5 月 25 日

2 期目

平成 23 年 5 月 25 日

～平成 27 年 5 月 24 日

委員長職務代理者 西 浦 康 寛
平成 24 年 5 月 25 日

1 期目

平成 24 年 5 月 25 日      

～平成 28 年 5 月 24 日

委員 杉 山 知 子
平成 26 年 4 月 18 日

1 期目

平成 26 年 4 月 18 日      

～平成 30 年 4 月 17 日

委員 福 島 信 夫
平成 26 年 5 月 25 日

1 期目

平成 26 年 5 月 25 日

～平成 30 年 5 月 24 日

委員 佐々木  勇 
平成 26 年 8 月 5 日

1 期目

平成 26 年 8 月 5 日

～平成 29 年 5 月 24 日

教育長 大 川 泰 栄
平成 26 年 8 月 5 日

1 期目

平成 26 年 8 月 5 日

～平成 29 年 5 月 24 日

教育委員会会議の開催状況

開催月日 議 事 報 告 その他

4 月 5 日 臨時 1 0 0 
4 月 8 日 臨時 1 0 0 
4 月 24 日 定例 1 8 2 
5 月 25 日 定例 4 7 1 
6 月 30 日 定例 4 8 1 
7 月 25 日 定例 4 8 3 
8 月 5 日 臨時 3 1 0 
8 月 25 日 定例 1 10 2 
9 月 29 日 定例 2 7 2 

10 月 27 日 定例 0 4 1 
11 月 27 日 定例 3 5 1 
12 月 25 日 定例 3 5 1 
1 月 26 日 定例 3 5 1 
2 月 26 日 定例 3 3 2 
3 月 13 日 臨時 1 0 0 
3 月 26 日 定例 8 6 1 

計 42 77 18 
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教育委員会議決案件 

 開催日 議  決  案  件 

1 4 月 5 日 教育長辞任同意について 

2 4 月 8 日 議決事項の取消し（平成 26 年 4 月 5 日議決 協議 1）について 

3 4 月 24 日 平成 26 年度美作市成人式の日程について 

4 5 月 25 日

美作市教育委員会委員長の選挙について 

美作市教育委員会委員長職務代理者の指定について 

美作市教育委員会教育委員辞職の同意について 

文化財保護委員の欠員について 

5 6 月 30 日

美作市教育委員会事務処理規則の一部を改正する規則について 

平成 26 年度教育行政の基本方針（案）について 

平成 26 年度美作市教育委員会学校施設等訪問について 

美作市公民館長の任命について 

6 7 月 25 日

平成 27 年度小学校用教科書採択について（学校教育法附則第 9条による

教科用図書） 

平成 26 年度全国学力・学習状況調査の結果公表について 

頑張る学校応援事業について 

美作市教育委員会教育委員辞職の同意について 

7 8 月 5 日

美作市教育委員会教育長の任命について 

平成 27 年度小学校使用教科用図書採択について 

特別支援学級用の教科用図書採択について（平成 27 年度使用学校教育法

附則第 9条の規定による教科用図書（一般用図書）） 

8 8 月 25 日 美作市社会教育委員の選任について 

9 9 月 29 日
平成 26 年度美作市教育委員会学校施設等訪問日程について 

美作市文化財保存整備費補助金交付要綱の廃止について 

10 10 月 27 日 ― 

11 11 月 27 日

美作市教育委員会事務の点検及び評価の報告書（平成 25 年度事業対象）

について 

平成 26 年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果公表について 

美作市子ども読書活動推進計画策定について（諮問） 

12 12 月 25 日

美作市幼稚園規則の一部を改正する規則について 

美作市教育委員会後援名義使用承認に関する要綱の制定について 

平成 27 年度全国学力・学習状況調査結果の公表について 
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 開催日 議  決  案  件 

13 1 月 26 日

美作市スクールバス運行規則の一部を改正する規則について 

美作市重要文化財を指定する告示について 

平成 26 年度就学指導対象者判定結果の具申について（追加分） 

14 2 月 26 日

美作市就学援助規程の一部を改正する告示について 

美作市教育振興基本計画の承認について 

美作市において新たに発見された遺物、遺構及び遺跡等埋蔵文化財の名

称付与に関する要綱を制定する告示について 

15 3 月 13 日 平成 26 年度末美作市立小・中学校県費負担教職員人事異動案について 

16 3 月 26 日

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行

に伴う関係規則の整理に関する規則の制定について 

美作市教育委員会公印規則及び美作市立学校の通学区域及び就学に関す

る規則の一部を改正する規則について 

美作市立幼稚園保育料減免に関する規則及び美作市立幼児園の管理運営

に関する規則の一部を改正する規則について 

美作市公民館条例施行規則の一部を改正する規則について 

美作市公民館処務規程の制定について 

美作市立図書館条例施行規則の一部を改正する規則について 

平成 26 年度就学指導対象者判定結果の具申について 

美作市教育委員会事務処理規則の一部を改正する規則について 

教育委員学校施設等訪問

訪問日 10 月 21 日（火） 10 月 27 日（月）

施設名

東粟倉幼稚園

大原保育園

大吉保育園

江見保育園

大原小学校

東粟倉小学校

粟井小学校

大原中学校

英北給食センター

土居幼稚園

江見小学校

土居小学校

作東中学校
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教育委員研修・行事の参加状況 

 開催日 研修・行事名 開催場所
参加

人数 

1  4 月 1 日 委員会辞令交付式 美作市 5 

2  4 月 1 日 教職員着任式 美作市 5 

3  4 月 4 日
美作地区市町村教育委員会平成 26 年度教育長会総会及

び 4月定例教育長会議 
津山市 1 

4  4 月 7 日 美作市立幼児園・保育園入園式 美作市 5 

5  4 月 8 日 美作市立中学校入学式 美作市 5 

6  4 月 9 日 美作市立小学校入学式 美作市 5 

7  4 月 10 日 美作市立幼稚園入園式 美作市 2 

8  4 月 19 日 スポーツ少年団入団式 美作市 1 

9  4 月 21 日 平成 26 年度教育問題懇談会 吉備中央町 1 

10  4 月 25 日
岡山県都市教育委員会教育長協議会平成 26 年度第 1回

定例会 
岡山市 1 

11  5 月 7 日 平成 26 年度市町村教育委員会教育長等人権教育連絡会 吉備中央町 2 

12  5 月 9 日 美作地区市町村教育委員会 5月定例教育長会議 津山市 1 

13  5 月 9 日
平成 26 年度津山地区教科用図書採択市町村教育委員会

協議会 
津山市 1 

14  5 月 17 日 平成 26 年度美作市・勝田郡保育協議会総会 勝央町 1 

15  5 月 18 日 第 49 回宮本武蔵顕彰小中学生剣道大会 美作市 4 

16  5 月 20 日
平成 26 年度矢田茂･原田政次郎･福田五男育英資金運営審議

会 
美作市 2 

17
 5 月 22 日

～5 月 23 日
第 66 回全国都市教育長協議会定期総会並びに研究大会 鹿児島県 1 

18  5 月 24 日 岡山県教職員組合美勝英支部総会 美作市 1 

19  5 月 27 日 平成 26 年度美作市社会福祉協議会第 1回評議員会 美作市 1 

20  5 月 31 日 勝田中学校運動会 美作市 2 

21  6 月 1 日 児童発達支援事業所めばえ開所式 美作市 1 

22  6 月 2 日
平成 26 年度第 1回美作市立学校給食共同調理場運営委

員会 
美作市 2 

23  6 月 6 日 美作地区市町村教育委員会 6月定例教育長会議 津山市 1 

24  6 月 26 日
美作地区市町村教育委員会連絡協議会総会及び教育委

員研修会 
津山市 2 

25  7 月 3 日 平成 26 年度岡山県市町村教育委員会連絡協議会役員会 倉敷市 1 
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 開催日 研修・行事名 開催場所
参加

人数 

26  7 月 3 日 平成 26 年度岡山県市町村教育委員会連絡協議会総会 倉敷市 4 

27  8 月 12 日 第 46 回宮本武蔵顕彰高等学校剣道大会 美作市 5 

28  8 月 18 日 美作市教職員初任者研修会 美作市 1 

29  8 月 21 日 人権教育研修会 美作市 1 

30  9 月 1 日 平成 26 年度第 1回美作市防災会議 美作市 1 

31  9 月 1 日 粟井幼稚園・粟井小学校統合協定調印式 美作市 2 

32  9 月 4 日 第三者委員会「よりよい学校づくり」推進委員会 美作市 1 

33  9 月 7 日 第 36 回美作市スポーツ少年団剣道交流大会 美作市 1 

34  9 月 10 日 美作地区市町村教育委員会 9月定例教育長会議 津山市 1 

35  9 月 13 日 美作市立中学校運動会 美作市 4 

36  9 月 20 日 美作市立幼稚園・保育園・小学校運動会 美作市 6 

37  9 月 21 日 美作市立幼稚園・小学校運動会 美作市 4 

38  9 月 25 日 第 2回美作地区市町村教育委員会連絡協議会役員会 津山市 1 

39  9 月 27 日 美作市立幼児園・保育園運動会 美作市 5 

40  9 月 28 日 美作市立保育園運動会 美作市 2 

41  9 月 28 日 第 9回美作市長杯剣道交流大会 美作市 1 

42  10 月 2 日
岡山県都市教育委員会教育長協議会平成 26 年度第 2回

定例会 
玉野市 1 

43  10 月 4 日 第 18 回美作地区中学校文化連盟作品展・交流会 鏡野町 1 

44  10 月 4 日
第 13 回お通杯宮本武蔵顕彰女子剣道大会歓迎レセプシ

ョン 
美作市 1 

45  10 月 5 日 第 13 回お通杯宮本武蔵顕彰女子剣道大会 美作市 5 

46  10 月 6 日 岡山県教育長と市町村教育長との意見交換会 岡山市 1 

47  10 月 7 日 美作地区市町村教育委員会 10 月定例教育長会議 津山市 1 

48  10 月 9 日 美作市制施行 10 周年記念式典 美作市 4 

49
 10 月 16 日

～10 月 17 日

平成 26 年度中国地区都市教育長会定期総会並びに研究

協議会 
広島県 1 

50  10 月21 日 美作市教育委員会学校施設訪問 美作市 6 

51
 10 月 23 日

～10 月 24 日
人権教育推進委員・社会教育委員合同研修 

奈良県 

三重県 
1 

52  10 月27 日 美作市教育委員会学校施設訪問 美作市 6 

53  10 月25 日 第 10 回みまさか子どもフェスティバル 美作市 1 

54  10 月29 日 第 8回美作市文学祭第 2回実行委員会 美作市 1 
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 開催日 研修・行事名 開催場所
参加

人数 

55  11 月 9 日 第 8回美作市吟剣詩舞道大会 美作市 1 

56  11 月 11 日 美作地区市町村教育委員会 11 月定例教育長会議 津山市 1 

57  11 月12 日 平成 26 年度岡山県市町村教育委員会連絡協議会研修会 倉敷市 3 

58  11 月13 日 平成 26 年度第 2回美作市防災会議 美作市 1 

59  11 月16 日 美作市・西粟倉村青少年健全育成大会 美作市 6 

60  11 月22 日 防災キャンプ（土居小学校区） 美作市 1 

61  11 月25 日
平成 26 年度第 2回美作市立学校給食共同調理場運営委

員会 
美作市 2 

62  11 月26 日
美作地区市町村教育委員会連絡協議会教育委員秋季研

修会及び臨時総会 
鏡野町 3 

63  11 月28 日 平成 26 年度「善行少年（団体）」表彰式 美作市 1 

64  12 月 1 日
美作市・学校法人日本体育大学 体育・スポーツ振興に

関する協定調印式 
美作市 1 

65  12 月 3 日 美作地区市町村教育委員会 12 月定例教育長会議 津山市 1 

66  12 月 6 日 人権のつどい 美作市 6 

67  12 月 7 日 美作ロータリークラブ「わんぱくサッカー大会」 美作市 1 

68  12 月14 日 美作市文学祭 美作市 1 

69  12 月24 日 第 1回美作市障がい福祉計画（第 4期）策定委員会 美作市 1 

70  1 月 5 日 仕事始めの式 美作市 1 

71  1 月 5 日 平成 27 年宮本武蔵顕彰武蔵武道館鏡開き 美作市 1 

72  1 月 8 日 美作地区市町村教育委員会 1月定例教育長会議 津山市 1 

73  1 月 11 日 平成 26 年度美作市成人式 美作市 6 

74  1 月14 日 第 4回美作市文学祭実行委員会 美作市 1 

75
 1 月15 日

～1 月16 日

平成 26 年度岡山県都市教育委員会教育長協議会教育行

政視察 
福岡県 1 

76  1 月21 日 第 2回美作市障がい福祉計画（第 4期）策定委員会 美作市 1 

77  1 月22 日
岡山県都市教育委員会教育長協議会平成 26 年度第 3回

定例会 
倉敷市 1 

78  1 月25 日 第 21 回美作市Ｆ１ロードマラソン大会 美作市 2 

79  2 月 8 日 発達支援・こころの健康づくり講演会 美作市 1 

80  2 月 9 日 美作地区市町村教育委員会 2月定例教育長会議 津山市 1 

81  2 月15 日 美作市文化講演会・子育て公演会 美作市 6 

82  3 月 4 日 第三者委員会「よりよい学校づくり」推進委員会 美作市 1 

83  3 月10 日 美作地区市町村教育委員会 3月定例教育長会議 津山市 1 
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 開催日 研修・行事名 開催場所
参加

人数 

84  3 月14 日 美作市立中学校卒業式 美作市 4 

85  3 月15 日 美作市立中学校卒業式 美作市 1 

86  3 月20 日 美作市立小学校卒業式 美作市 6 

87  3 月20 日 第 4回美作市障がい福祉計画（第 4期）策定委員会 美作市 1 

88  3 月22 日 粟井幼稚園・粟井小学校閉校式典及び記念碑除幕式 美作市 6 

89  3 月25 日 美作市立幼児園・幼稚園・保育園卒園式 美作市 6 
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平成２６年度教育委員会事務事業評価一覧表 教育総務課

1
技能者による各学校
等修繕事業

安全で快適に使用できる施設
（市内保育園・幼稚園・小学校・
中学校）を整備して機能を維持
する。

岡山県建設労働組合がボラン
ティアで市内の保育園・幼稚園・
小学校・中学校を対象に施設の
簡易な修繕を行う。

276

現状の財政難等の状況を踏ま
え、修繕、維持管理を行っていく
上で建設組合の技能者の方との
連携、ボランティア活動は必要不
可欠と考える。

2
湯郷幼児園建設事
業

快適な空間を備えて、幼児の主
体的な活動を促し、幼児期にふ
さわしい豊かな生活が展開でき
る園舎の建設を図る。

幼児期における教育及び保育は
生涯にわたる人格形成の基礎を
培う重要なものであり、豊かな経
験のできる環境を整え、心身の発
達を助長するための教育施設の
建設が必要である。

0
幼児園園舎の建設に伴う近隣住
民との理解、協力を得ながら早期
完成を目指す。

3 学校設備整備事業

各保幼小中施設における環境整
備を整えると同時に年間をとおし
て適切な運営が出来るよう管理
する。

教育内容・教育方法の多様化に
対応するため、小学校に机・椅子
の備品の購入。（中学校は整備済
み）
また、幼保を中心にエアコンの整
備を行う。

140,092

老朽化により修繕が必要な施設
を早期に改修し、児童・生徒等が
安心して生活できる環境づくりに
努める。

4

学校園
等の統
廃合の
推進

学校園等統廃合事
業

中学校・小学校・幼稚園・保育園
及び学校給食共同調理場の適
正規模の整備と適正な規模の集
団で学習ができる環境整備を目
的とする。

美作市学校園等統廃合整備に関
する指針に基づいて早期、また、
将来とに区分し、市民の理解と協
力を得ながら、段階的に取り組み
を行い統廃合を進める。

9,310

小学校１校、幼稚園１園の統廃
合を行った。引き続き保護者、地
域の理解と協力を得ながら、統廃
合等の取り組みを行う。

5
高等学校活性化事
業

美作市内唯一の高校である岡山
県立林野高等学校後援会に対
し、教育振興を後援し、普通科進
学校としての個性的で魅力的な
学校づくりを支援するとともに、地
域に開かれた学校づくりの推進
を図る。

後援会を通じて部活動やボラン
ティア活動等に対し、補助金を交
付する。

1,500

補助金を交付することにより、部
活動やボランティア活動等積極
的に取り組んでいる。今後も高い
進学率を誇る普通科として、ま
た、地域と連携した教育活動や
生涯学習の基地となる学校として
地域の期待が非常に高いため、
現状のまま継続する。

6
就職生徒激励金支
給事業

就職生徒の保護者に義務教育
課程修了後に就職を希望する中
学生の就職活動に対して保護者
を支援する。

市内の中学校に在籍、又市内に
住民票のある特別支援学校に在
籍するもので就職を希望する（支
給対象者要件）生徒の保護者に
一人につき10，000円支給する。

10

高校への進学率の増加により、
激励金支給者の減少傾向、及び
他市町村も実施していないため、
平成27年度から廃止。

7
遠距離通学補助事
業

遠距離通学児童生徒の保護者
が負担する交通費等を援助し、
義務教育機会均等の円滑な実
施を図る。

遠距離通学児童生徒の保護者に
対し、交通費等（定期券等）の必
要な経費を援助する。

4,030

遠距離通学を行う児童生徒に対
して補助金（バス定期券の支給を
含む）の交付を行う本事業は、保
護者の経済的負担の軽減や教
育機会均等の補償のみならず、
中山間地の過疎化対策としても
意義のある事業であり、現状のま
ま継続する必要がある。

8
ヘルメット購入補助
事業

自転車通学生徒の安全確保の
ため。

中学校へ自転車通学する生徒の
通学途上の安全を確保するため
のヘルメットの購入補助をする。
自転車通学する中学生へ３年間
を通して１回の補助で上限2,500
円とする。

482

自転車通学の生徒の安全確保
のためのヘルメット着用は有効で
あり、現状のまま維持する必要が
ある。事故に遭ったがヘルメット
を着用していたため大きなケガを
せずにすんだ事例もあり、今後も
きちんとヘルメットを着用するよう
徹底した指導が必要である。

番号
主要
施策

主要
事業

事務事業名 事業の目的 事業の内容
事業費
(千円)

評価及び今後の課題

学習環
境の整
備・充
実

学校教
育の充
実

その他
（援助・
補助事
業）
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平成２６年度教育委員会事務事業評価一覧表 教育総務課

番号
主要
施策

主要
事業

事務事業名 事業の目的 事業の内容
事業費
(千円)

評価及び今後の課題

9 就学援助事業

学校教育法に基づき、経済的理
由によって就学が困難と認めら
れる学齢児童又は学齢生徒の保
護者に対し必要な援助を行うこと
により、義務教育の円滑な実施
に資することを目的とする。

就学援助費の支給の対象となる
のは、生活保護法により保護を受
けている者及び保護を受けては
いないが保護を必要とする状態に
ある保護者。就学援助を受けよう
とする保護者は、所定の就学援
助費申請書を作成し、在学する
学校を経由して市教育委員会へ
提出。提出された書類は審査さ
れ、認定された場合は、給食費・
学用品費・校外活動費等の通学
に必要な経費の一部が支給され
る。

26,093

本事業は学校教育法第19条に
「経済的理由によつて就学困難
と認められる学齢児童又は学齢
生徒の保護者に対しては、市町
村は、必要な援助を与えなけれ
ばならない」と規定されているた
め、市町村に実施が義務付けら
れている事業である。認定等の
運用面においては、援助規程の
改正を平成26年度に行い、平成
27年度より公平・公明な執行がで
きるようになるが、少子化とは言
え、対象児童生徒数が増加傾向
にあるため、今後とも継続して実
施すべきである。また全ての児
童・生徒が安心して就学できるよ
う、対象者への周知方法も再検
討する必要がある。
※就学援助を受けながらも、学級
費や給食費が未納の家庭もあり
課題となっている。

10
矢田茂・原田政次
郎・福田五男奨学基
金事業

経済的理由により修学困難な者
に対し、奨学金の貸与を行い、
将来社会に貢献し得る有為な人
材を育成する。

成績証明書等必要書類を添付し
た申請を受け、運営審議会にお
いて奨学生を選考する。選考した
奨学生に対して月額3万円以内を
貸与する。

4,613

経済的に修学困難な学生に対す
る援助であり、平成26年度から貸
付範囲を拡大したが、応募が少
なかったため、HP・告知放送等
により周知を図る必要がある。

11

文化・
芸術の
振興と
文化財
の保護

文化・
芸術活
動の推
進

文化芸術振興奨励
金支給事業

文化芸術推進のための人材育
成に支援を行う。

国内及び国外において開催され
る文化芸術全国大会等へ出場す
る個人、団体に対し支給する。

125
文化芸術を奨励し振興を図る上
で今後とも継続して実施すべきで
ある。

学校教
育の充
実

その他
（援助・
補助事
業）
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平成２６年度教育委員会事務事業評価一覧表 学校教育課

1
教育研修センター事
業（美作市教育研修
会事業）

市内教職員の教育力・指導力の
資質向上を図り、園児・児童・生
徒の学力向上等を図る。

児童生徒の学力・学習状況を把
握・分析し、教育及び教育施策の
成果と課題を検証・改善するた
め、年度当初に全体会を開催し、
各部会ごとに１年間の計画を立て
研修を深める。現在24部会から構
成されている。

授業研究を中心とした研修を深
め、積極的な授業公開による学習
指導の改善を図ってきた。また、
外部からの講師を招聘した研修
会も実施できだした。

812

小中連携による「中学校区教育」
を推進している。生活習慣や学
習規律を統一することや全国・県
学力学習状況調査の結果を合同
で分析をおこなうなどしている。ま
た、各教科部会で公開授業を中
心に授業改善が図られている。
【全国調査の平均正答率が、小
学校は全国平均を上回り、中学
校も改善傾向である。】
※中学校の活用問題は、まだま
だ課題が多い。

2 市費学力調査事業

学力調査の結果の分析をもとに
教育及び教育施策の成果と課題
を検証。指導方法や指導内容を
工夫・改善し、子どもたちに力を
つける指導に役立てる。

全国（小6、中3）や県（中1）の学
力・学習状況調査が実施されない
学年において、市費学力調査（小
2～5、中2）を実施する。

949

学力向上の取組の成果と課題を
客観的に検証するためには、役
立っている。
特に全国・県の学力調査以外の
学年で実施することにより、連続
的な経年比較ができる。
※全国学力学習状況調査に対
応するため、問題の変更も検討
する。

3 ＡＬＴ派遣事業

美作市内小・中学校へ英語を母
国語とする質の高いＡＬＴを派遣
し、小学校における外国語活動
及び中学校における英語授業で
言語の指導と文化の紹介を行
う。
また地域レベルの国際交流の進
展を図る。

小学校担当2名、中学校担当2名
配置。
小学校の担任教師や中学校の日
本人英語教師との授業、クラブ活
動への参加、各種研修会への参
加。

18,557

外国語教育の充実、国際化の促
進の重要性が増してきており、国
や文化、言語、習慣等を超えて
のコミュニケーション能力の充実
が求められている中、ＡＬＴの配
置は重要である。
また、県国際課と連携し、英語の
みを使って交流する会をもってい
る。（イングリッシュランド）
※小学校の英語の教科化に向け
て、カリキュラムの構成や職員研
修等へのALTとの連携について
検討する必要がある。また、幼稚
園・保育園における幼児期での
英語に慣れ親しむ機会を設け
て、小中学校の英語教育へス
ムーズに向かえるよう検討が必要
である。

4
放課後学習サポート
事業

小学校、中学校に支援員を配置
し、放課後に補充的な学習等を
実施することで、学習内容の確
実な定着を図り、児童の学力向
上を目指す。

市内4小学校（勝田小、勝田東
小、梶並小、大原小）１中学校（大
原中）に支援員を配置し、学習支
援を中心に行う。　　(県10/10委
託事業)

627

放課後学習を実施する時間の確
保や支援員の選任に課題があっ
た。

5
中学校体験学習事
業（岡山チャレンジ
ワーク１４）

美作市内全中学校2年生の全生
徒を対象に地域の職場で体験実
習することにより職業観や勤労観
を育てる。

職場体験は、多岐にわたり、中学
校第２学年において４日～５日間
行う。
（県より一部補助金）

461

市内各地において、多くの事業
所に協力をいただき、実施できて
いる。進路決定に向けて、キャリ
ア教育の推進が図られている。

6
特別支
援教育
の推進

特別支援教育支援
員配置事業

小中学校に在籍する発達障がい
を含む障がいのある子どもたち
に対する適切な支援を行う。

小中学校 21名配置。
・基本的生活習慣確立のための
日常生活上の介助
・発達障害の児童生徒に対する
学習支援
・学習活動、教室間移動、修学旅
行、体育会等における介助
・児童生徒の健康・安全確保関係
・周囲の児童生徒の障害理解促
進
（財源の一部が国から交付税措
置）

47,818

特別な支援を要する児童生徒は
年々増加傾向にある。
【支援が必要な児童生徒数Ｈ26：
小155名、中63名】
また、その障がいも多様化してい
るのが現状であり、担任教師だけ
では十分な支援が行き届かない
ことが数多くある。このため、支援
員の配置は不可欠である。学校
からの要望も大きい。
※配置する支援員の力量を高め
る研修が必要。（Ｈ26：1回実施）

番号
主要
施策

主要
事業

事務事業名 事業の目的 事業の内容
事業費
(千円)

評価及び今後の課題

確かな
学力の
向上

学校教
育の充
実
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平成２６年度教育委員会事務事業評価一覧表 学校教育課

番号
主要
施策

主要
事業

事務事業名 事業の目的 事業の内容
事業費
(千円)

評価及び今後の課題

7
適応指導教室（美作
塾）事業

不登校及びその傾向にある児
童・生徒に対して、相談・指導を
行うことにより自立援助を行い、
集団適応能力を育成することを
目的とする。

「不登校児童、生徒に対する適応
指導」「学習支援や生活体験活動
を通じ学校復帰を目指す取組」
「不登校に対する相談活動 」「通
室児童生徒の進路指導および進
路保障」「不登校要因に発達障が
いなどが疑われる児童生徒およ
びその家族への支援」等。

2,563

平成26年度は、9名が通塾した。
中3の4名の生徒は、それぞれの
希望の進路へ進学することがで
きた。
学校へ復帰できる生徒も増えて
いる。
※各校の担当教員と連携を密に
図り、相談機関としての役割を果
たす。
※本市における不登校児童生徒
の数は減少傾向にあるが、長期
欠席の数は増加傾向である。

8
小学校における不登
校対策実践研究事
業

小学校において、不登校傾向に
ある児童やその保護者に対し
て、登校支援員の配置や不登校
担当教員への研修を行い、担任
と連携したケア・家庭訪問などの
実施を通じて不登校未然防止に
努めることが目的の事業。

登校支援員を配置し、不登校傾
向にある児童やその保護者に対
して、登校への働きかけを行う。
校内に不登校担当教員を指名
し、研修等を実施することにより、
不登校傾向にある児童への対応
を充実させる。
（県10/10委託事業）

717

不登校にある児童生徒の状況を
分析すると、小学校期から、欠席
傾向にあることが多いことから、
早くからの働きかけが効果があ
る。
※しかし、人数・時間数にも限り
があり、たくさんのケースに対応
できない。

9
明るい学校づくり支
援事業

児童生徒及び学級集団のより確
かな実態把握、課題の明確化・
共有化に基づく取組の実施、成
果の検証を重ねることにより、い
じめや暴力行為、不登校等の問
題行動に対して、これらを起こり
にくくする集団づくりに取り組む。

市内小学5年生と中学1年生を対
象に、心理検査（Q-U等）を年2回
実施し、診断等を行う。
（県1/2補助事業）

380

落ち着いた学習環境は大切であ
り、学級集団の傾向と集団づくり
の対策を講じることに有意義であ
る。
※各校の活用状況をより詳細に
把握することが必要である。

10 その他
メイトランドエリアス
クール交流事業

次世代を担う中学生をオーストラ
リアに派遣し、国際交流を行うこ
とで、国際感覚を身につけ、国際
社会に貢献できる人材を育てる
ことを目的とする。

市内の中学生19名（大原中5名、
美作中8名、作東中3名、英田中3
名）引率3名を南オーストラリア州
メイトランドへ、8月7日～19日の13
日間派遣を行い、国際交流を
行った。

2,474

派遣された生徒やその保護者に
は、子どもの成長が感じられ、好
評である。生徒の安全確保の観
点から、学校との連携を図りなが
ら、引率者について、体制を整え
る必要がある。

心の教
育の推
進及び
生徒指
導の充
実学校教

育の充
実
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平成２６年度教育委員会事務事業評価一覧表 社会教育課

1
生涯学習講座開催
事業

市民への学習機会の提供。

①既存学習グループに関する情
報提供
②新規生涯学習講座の提供
③子ども対象体験教室の開催
④高齢者の外出支援（高齢者大
学）への取組

1,466

市民や地域のニーズに即した講
座を企画・実施するため、専任の
公民館長を設置し、取組を推進
した。特に文化面の振興に力を
入れ、翌年度に向けた取組を推
進することができた。
今後は、地域の拠点施設として
公民館の再生を図るため、専任
の公民館長の配置を促進し、公
民館事業の推進を図りたい。

2 文化センター事業
市民の参加、交流を図るため,講
演会・文化祭などのイベントの開
催の場を提供する。

文化センター・市民センターの貸
館業務（特殊舞台装置等の使用
者への提供）

4,934

市民の芸術・文化や生涯学習の
拠点として、重要な役割を担って
いる施設であり、市制施行10周
年を記念し、オーケストラ演奏に
よるクラシックコンサートを初めて
開催することができた。
今後は、美作文化ｾﾝﾀｰについ
ては、設置後40年が経過してお
り、吊り天井の耐震補強義務化
の中で、施設耐力度を含めて、
早急に今後の方向性を検討する
必要がある。

3

地域に
よる子
育て支
援と家
庭の教
育力の
向上

おかやま子ども応援
事業

地域住民の参画により、学校教
育支援、放課後等支援、家庭教
育支援の活動を効果的に組み
合わせた取組を推進し、学校・家
庭・地域が連携して地域ぐるみで
子どもを健やかに育むとともに、
学校力、地域力の向上を図る。

①学校支援地域本部事業…地域
住民がボランティアとして学校に
入り、学習支援や学校行事等の
支援、環境整備活動などを行う。
②放課後子ども教室事業…放課
後や週末、長期休業中における
体験活動、交流活動を地域の協
力を得て提供する。
③家庭教育支援事業…家庭教育
支援チームによる相談活動、家庭
教育に関わる研修会等を行う。

2,922

学校・家庭・地域がともに連携
し、子どもたちの健全育成を図っ
ているが、学校支援地域本部事
業については、全中学校区での
事業展開がいまだに達成されて
いない。放課後子ども教室事業
については、学力向上の問題か
ら国・県レベルで学力補充に向
けた取組に事業転換されてきて
いる。また、家庭教育支援事業に
ついては、現在10名のチーム員
が3班で6地域の家庭教育支援
に取り組んでいるが、後継者問
題、広範な活動範囲等課題があ
る。今後は、学校・家庭・地域の
連携をより密にするために身近な
公民館を拠点に位置づけ取り組
みの推進を図る。

4
青少年健全育成事
業

青少年健全育成啓発活動の推
進、学校･家庭・地域の連携･協
調、青少年への自然体験・生活
体験等の体験活動を推進し青少
年の健全育成･非行防止を図る。

市の附属機関として、美作市青少
年問題協議会を設置する。ＰＴＡ
連合会や岡山県青少年育成県民
会議、子ども会連合会、各種団体
と連携の下、各種機会を通じて、
青少年の非行防止・健全育成の
啓発活動を推進するほか、青少
年に対し、様々な体験活動を提
供することで、青少年の健全育成
を推進する。

848

最近、青少年が加害者･被害者と
なるような事件が続発している。
青少年が社会との関わりを自覚
しつつ、自主性を発揮し、自らの
目標を持ち成長できる社会の実
現に向けた活動に市を挙げて取
り組むため、学校・家庭・地域の
連携の推進・促進を図る必要が
ある。

5
青少年育成センター
事業

家庭・学校・地域社会が相互の
連携と協調を図りながら次代を担
う青少年の健全育成、非行防止
に努める。

青少年の非行を防止し、非行青
少年の補導を行う。市の附属機関
として、問題行動児童・生徒には
各学校と常に情報交換を行い、
合同会議の開催やアドバイスを行
う。また、学校・園での各種教室
（交通安全、誘拐防止・非行防
止、防犯、不審者対応訓練、携帯
等）へ参加し、命の大切さを訴え
るなど啓発に努めている。

7,484

近年、青少年による思わぬ犯罪
が増加し、大きな社会問題となっ
ている、この原因として、家庭や
地域が取り組む青少年に対する
教育が弱体化してきているとの指
摘がある。
学校、地域、家庭、関係機関・団
体との密接な連携を図り、より一
層全市一丸となって健全育成に
取り組む必要があり、専任指導員
により安全確保、非行防止活動
や相談活動の充実を図る必要が
ある。

6 成人式事業

成人式の開催を機に、日本国民
としての様々な権利を持ち、社会
の重要なメンバーとしての役割を
担っていくと同時に、多くの責任
や義務を負いながら、それぞれ
の立場で地域社会や国の発展
に貢献することの自覚を促す。

記念式典、記念品の贈呈、記念
写真の撮影。

1,734

本事業については全国的に実施
している事業であり、継続的に行
う必要があると思われる。そのよう
な中、本年度の成人式は、新成
人参加型の取組ができ、新たな
成人式の在り方を考えることがで
きた。
今後は、実行委員会での検討な
ど具体的な実施方法を検討し実
施して行く必要がある。

番号
主要
施策

主要
事業

事務事業名 事業の目的 事業の内容
事業費
(千円)

評価及び今後の課題

青少年
健全育
成の推
進

社会教
育の充
実と推
進

自ら学
ぶ学習
環境づ
くりの
推進
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平成２６年度教育委員会事務事業評価一覧表 社会教育課

番号
主要
施策

主要
事業

事務事業名 事業の目的 事業の内容
事業費
(千円)

評価及び今後の課題

7

人権教
育の総
合的な
推進

人権教育事業

人権問題の解決と、人権が守ら
れる社会の実現に向けて研修
会、講演会、講座等幅広く人権
教育･啓発に取り組む。

①人権教育事業…家庭・学校・地
域の種々の場所や機会を活用
し、人権意識や人権感覚をはぐく
み、差別や虐待などの人権侵害
を許さない人権尊重社会の実現
を目指した教育･啓発活動を進め
る。
②教育集会所管理事業…教育集
会所の管理・運営を行う。

1,804

①人権教育の推進については、
本市では、平成24年度に人権尊
重都市宣言が制定されたことか
ら、生活のあらゆる場、様々な機
会を捉え、きめ細かな人権教育・
啓発を実施することのより、一層
の人権意識の普及・高揚に努め
る必要がある。
そのような中、本年度はネット・ス
マホ問題に対する研修会を中学
生及び保護者向けに実施するこ
とができた。
②教育集会所については、これ
までの取り組みの経緯や、所管
する公民館等他の社会教育施設
の今後の活用の在り方を含め、
設置された経緯等を十分踏まえ
た上、管理している地元住民と十
分な協議を踏まえて今後の方針
を検討する必要がある。

8 公民館事業

市民の主体的な学習活動を支援
し、活動の機会や交流の場を提
供することにより、生涯学習の推
進を図ることを目的とする。

市内に公民館を18館設置し、市
民の身近な生涯学習施設として
学習機会の拡充及び、市民団
体・サークル活動の育成を図って
いる。

25,370

本市においては、貸し館業務中
心で、公民館独自での講座等は
開催しておらず、文化協会等の
文化団体やサークル等が活動の
拠点として公民館を利用し、生涯
学習活動等を行っている。また、
将来的に集会所的な利用しか行
われていない公民館について
は、地元運営なども含め検討して
いく必要がある。そのような中、専
任の公民館長を1名配置し、公民
館の今後について検討を行うこと
ができた。
今後は、専任公民館長の配置を
促進し、公民館事業を再構築し、
地域の拠点施設としての活用を
目指す必要がある。

9 図書館事業

図書・記録その他必要な資料を
収集し、整理・保存し、利用に供
することにより、市民に情報と交
流の場の提供と豊かな地域社会
の形成に寄与することを目的とす
る。

書籍、雑誌、新聞等を購入。蔵書
を収集、整理、保存し貸し出す。
インターネット情報の提供。レファ
レンスサービス（利用者の問い合
わせに応じ、図書の照会や検索
をする業務）読み聞かせ会（ボラ
ンティア）や映画会の定期開催に
よる幼児・児童の視聴覚教育、集
いの場の提供。

19,459

より一層の貸出冊数の増加を図
るため、ネットワーク等を活用した
新刊図書等蔵書の紹介や図書
貸出予約サービスの強化及び特
色のある図書館づくりに努める。
今後は、子ども読書活動推進計
画により、読書活動の更なる推進
を図る必要がある。

10

文化・
芸術活
動の推
進

文化芸術振興事業

文化連盟への支援のほか、文学
祭、文化講演会等の事業を開催
することにより、本市の文化レベ
ルの向上を目指す。

①文化協会事業…文化祭、発表
会の開催支援を行う。
②文学祭事業…本市在住の作家
「あさのあつこ」氏に審査委員長
になっていただき、読書感想文を
募集し、優秀作品を表彰する。最
優秀作品は本人に朗読してもら
う。また、合わせて対談、劇等文
学に触れる機会を提供する。
③文化講演会事業…講演会等を
開催する。

2,947

①文化協会の活動については、
文化祭や発表会等により相互の
交流を図っているが、会員の高
齢化も進行しており、青少年期か
らの文化活動の促進を図る必要
がある。
②文学祭については、全国公募
の読書感想文コンクールを事業
の核に位置づけ実施し、定着し
てきているが、今後は、文芸活動
家も取り込み、複数の部門を設け
た文学祭を目指す必要がある。
③文化講演会については、広く
文化の向上を意識し、講演会に
偏らず文化を振興できる取組を
推進する必要がある。

11
文化財
の保存
と調査

文化財保護一般事
業

将来に向けた保存・活用・伝承を
図ると共に、文化財等を通じて市
民の郷土に対する愛着や文化財
保護について啓発を進める。

文化財の記録保存・賃貸・保護・
伝承。

6,911

近年文化財を観光資源として公
開することが多いが、公開するた
めの環境整備を図る必要があ
る。また、今後、より一層文化財
の保護を推進するためには、市
内の地域性を考慮しつつも専門
性を備えた文化財保護委員を任
命する必要がある。

社会教
育の充
実と推
進

公民
館・図
書館の
管理・
運営

文化・
芸術の
振興と
文化財
の保護
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平成２６年度教育委員会事務事業評価一覧表 社会教育課

番号
主要
施策

主要
事業

事務事業名 事業の目的 事業の内容
事業費
(千円)

評価及び今後の課題

12
文化財発掘調査事
業

開発に伴う埋蔵文化財の調査を
行う。

市内に所在する埋蔵文化財包蔵
地における開発行為の申請によ
る、試掘調査及び発掘調査の実
施。

4,916

工事着工前の駆け込み申請があ
るので、埋蔵文化財保護に係る
制度の周知を改めて図る必要が
ある。また、発掘後の出土資料の
活用が図れていないので、歴史
民俗資料館のあり方、展示内容
の見直し等を検討する必要があ
る。

13
市指定文化財管理
事業

美作市に所在する重要文化財
等の保存伝承及び保護管理を
図る。

保存伝承のための補助金の交
付。
保護管理のための補助金等の交
付。

1,041

市指定文化財の保存伝承を図る
ため、補助金交付要綱の趣旨を
周知し、より一層の保存伝承を推
進する必要がある。また、少子高
齢化の進展により、文化財の保
存管理に支障を及ぼす場合があ
り、その対策についてあり方を検
討する必要がある。

文化・
芸術の
振興と
文化財
の保護

文化財
の保存
と調査
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平成２６年度教育委員会事務事業評価一覧表 スポーツ振興課

1
ニュースポーツ普及
事業

市民の多様なニーズに対応し、
子供から高齢者までの幅広い年
齢層において、誰でも気軽にそ
れぞれの体力や技術、目的に応
じて、手軽に楽しめるニュース
ポーツの普及を目的とする。

スポーツ推進委員により各地区毎
の「ニュースポーツ教室」を開催し
た。
市民交流囲碁ボール大会の開催
した。

40

ひとりでも多くの市民にスポーツ
を体験してもらい、健康増進のた
め体を動かすことの楽しさを伝え
るため、教室の充実に努める。そ
のため各地域単位での実施を増
やす必要がある。

2
スポーツ推進委員事
業

スポーツの振興のためスポーツ
推進委員の資質向上を図ること
を目的とする。

各地区から選出されたスポーツ推
進委員が、美作市スポーツ振興
計画の趣旨に沿った研修会やス
ポーツ大会に参加し、各自が取
得した知識を各地域で普及を
行った。

1,940
スポーツ振興のための行事の拡
充等、スポーツ推進委員個々の
活動を充実する必要がある。

3
各種全国大会出場
者激励事業

激励金を支給することにより、各
種目で練習をしている選手たち
への励みとなることを目的とす
る。

激励会を開催し、国際・全国大会
に出場する選手に激励金を支給
した。団体3件及び個人45名

630
支給者は増加しており成果がで
ている。

4
美作市体育協会事
業

各種スポーツ大会や講習会等に
よるスポーツの普及を通じて、明
るく豊かな市民生活を形成するこ
とを目的とする。

各種部の普及及びスポーツ人口
の増加に努めた。（各種スポーツ
大会の開催）。13部、登録人数
1,197名

4,655
体育協会との連携は不可欠で、
スポーツの振興に欠かせない存
在。さらに育成を図り継続する。

5
美作市スポーツ少年
団事業

美作市の青少年の健全な育成と
体力向上、スポーツの振興を図
るため、スポーツ少年団へ補助
することを目的とする。

11部33単位団637名(小学生515
名、中学生122名）、加入率小学
生38.3％、中学生16.4％であっ
た。

2,933

児童数が年々減少するなかで、
青少年の健全育成と体力向上を
図るうえでスポーツ少年団の育成
は重要である。加入率も下がる方
向にあるため、スポーツの推進を
していきたい。

6
招待ジュニアユース
サッカー大会事業

美作市内中学生サッカー部を対
象に技術の向上と交流、美作ラ
グビーサッカー場の施設のPRを
目的とする。

毎年、美作市招待ジュニアユース
サッカー大会」を美作ラグビー
サッカー場で開催。参加中学校
16校(長崎、山口、広島、島根、鳥
取、兵庫2、奈良、岡山8）の参加
で2日間行った。

509

美作市内中学校サッカー部の技
術向上に貢献しており、宿泊等
による経済効果もあり、現状のま
ま継続すべきである。

7
招待サッカー（小学
生）事業

美作市内スポーツ少年団サッ
カー部を対象に技術の向上及び
体力向上・青少年健全育成に貢
献することを目的とする。

毎年、「美作市招待サッカー大
会」を美作ラグビーサッカー場で
開催。（広島、兵庫5、奈良、鳥取
3、島根3、大阪府6、京都府、滋
賀、香川2、岡山25）48チームで、
2日間行った。

300

美作市内スポーツ少年団サッ
カー部の技術向上に貢献してお
り、宿泊等による経済効果もあり、
現状のまま継続すべきである。

8
美作市長杯高校ラグ
ビーフットボール大
会事業

高校ラグビーの技術向上、美作
ラグビーサッカー場の施設のPR
をする。

毎年、美作市長杯高校ラグビー
フットボール大会を美作ラグビー
サッカー場で開催。18校の参加
で、２日間行った。

200
県外からの利用で宿泊等による
経済効果もあり、現状のまま継続
すべきと考える。

9
関西クラブラグビー
大会事業

美作ラグビーサッカー場の完成
時より、毎年開催の本大会を誘
致。施設のPR。湯郷温泉への観
光客の誘致を目的とする。

「関西クラブラグビーフットボール
大会」を開催。各ブロック優勝
チームへ「美作市長杯」として優
勝カップを贈呈。24チーム参加が
あった。

170
県外からの利用促進として経済
効果もあり、現状の規模で大会
支援が必要と考える。

10
美作ミニラグビー大
会事業

美作ラグビー・サッカー場のＰＲと
青少年の健全育成、体力向上を
目的とする。

「ミニラグビーフェスティバルを開
催」参加賞として記念品を贈呈し
た。小学生6年～1年生ラグビース
クールによる大会

120
経済効果もあり、現状の規模で
大会開催支援が必要と考える。

11
美作市宮本武蔵顕
彰剣道大会事業

小中学生大会、高校生大会、女
子大会の全国剣道大会を開催
することにより美作市をPRする。

小中学生大会（5月）参加327チー
ム、高校生大会（8月）参加168
チーム、女子大会お通杯（10月)
参加208チームにて開催した。

4,500

宮本武蔵誕生の地として「美作
市」のＰＲに一役を担っている。
３大会とも全国から多くの剣士が
集うことから、更なる施設の利用
促進や地元剣士の技術向上にな
ると考える。。

12 Ｆ1マラソン大会事業
体力づくり、健康増進、市の活性
化を目的とする。

毎年、１月に美作市F１ロードマラ
ソン大会を開催しています。H26
年度１，496名の参加があった。

2,400
体力づくり・健康増進を目的にマ
ラソン人口は増加しており、参加
者の増加を図る。

13 岡山湯郷ベル事業

スポーツを通じたまちづくりを進
めるため、サッカーを中心とした
スポーツ振興による地域の活性
化、青少年の健全育成、男女共
同参画社会の実現を目指す。

レギュラーシリーズ優勝、国際クラ
ブ選手権出場、リーグ順位は4位
の結果となった。国際クラブ選手
権出場、シリーズ優勝により、市よ
り運営車輛等の支援を受けた。
ホーム試合の観客動員数27,456
人、平均1,961人を確保しました。

22,200

湯郷ベルの活躍や全日本メン
バーの選出などメディアへの露
出により「岡山湯郷」の知名度も
上がり美作市への観光客の増加
につながっている。チームも優勝
に近い位置におり継続して支援
が必要と考える。

番号
主要
施策

主要
事業

事務事業名 事業の目的 事業の内容
事業費
(千円)

評価及び今後の課題

生涯ス
ポーツ
の普及
と振興

スポー
ツの振
興

競技ス
ポーツ
の振興

17



平成２６年度教育委員会事務事業評価一覧表 スポーツ振興課

番号
主要
施策

主要
事業

事務事業名 事業の目的 事業の内容
事業費
(千円)

評価及び今後の課題

14
スポー
ツの振
興

その他 体育施設管理事業
市民のスポーツ活動促進と健康
増進を図ることを目的とする。

各施設の管理運営を行い、安全
管理につとめた。

121,045

市民の多様なニーズに対応し、
子どもから高齢者まで誰もがそれ
ぞれの体力や技術、興味、目的
に応じて、いつでも、どこでも、い
つまでも楽しめるスポーツ環境の
安全整備・充実が必要である。利
用率が低下している施設もあり管
理経費の抑制、多目的な利用の
検討も必要である。

18
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平成２７年度 美作市教育委員会事務の点検及び評価の報告書に対する意見 

(平成２６年度事業対象) 

学識経験者  廣 瀬  勝 

学識経験者  小 林 久 訓 

美作市では、まちづくりの基本理念「人・自然・暮らし輝く元気なまちづくり」～

真の豊かさを求める４つの柱(学校教育の充実、社会教育の充実と推進、文化・芸術

の振興と文化財の保護、スポーツの振興)から構成される教育行政の重点施策を定め

て実践されています。点検・評価の対象となる教育委員会事務事業は４８で、それら

の内容や課題・今後の対応策は４つの課ごとにまとめられています。その報告書に対

する意見を、地域住民の立場から述べさせていただきます。 

〈教育総務課〉 

☆ 学校の統廃合事業については、児童生徒数の減少の中で避けられない課題です。

地域住民や保護者の理解をもとに適正に進められているようです。今後の学校や調

理場の統廃合については、児童・生徒の学習や生活の実態を踏まえて、子ども主体

で検討を進めていただきたい。 

☆ 給食センターの統廃合と並行しながら、業務の民営化がすすめられていますが、

問題が起きたとき、その原因を明らかにし、再発防止策を明確にし、保護者にきち

んと説明することを大切にしてほしいと思います。 

☆ 美作幼児園の新築は当初の計画では平成 28 年 4 月完成予定でしたが、その計画

は大幅に遅れています。保護者や地域住民の期待に応え、早期完成を願います。 

☆ 教室の児童生徒の机がＡサイズ対応の大きいものに替えられ、授業中に資料集な

どを広げやすくなっています。しかし、学級の人数が 39 人くらいの教室では、通

路が狭くなり窮屈になっています。学級編制を検討することも重要です。 

☆ エアコンの整備は保幼を中心に進められているようですが、小中でも整備を進め

ていく必要があります。英田地域の学校だけに設置されている状態は、行政に対す

る不信感を大きくし、信頼関係は崩れます。行政の継続性や一体性は何としても維

持すべきではないでしょうか。 

☆ 下水道の普及とともに児童生徒の家庭のトイレが洋式洗浄型トイレになっている

中で、和式中心の学校のトイレの改善も必要です。計画的な改善を要望します。 

☆ 耐震補強工事はすべての学校で完了していますが、老朽化がいちじるしい学校も

あります。今後、改築を検討するケースもあるのではないでしょうか。 

〈学校教育課〉 

☆ 確かな学力の向上に向けては、教職員の研修が重要であり、県の研修講座ととも

に、市教育研修センター事業の果たす役割も大きいと考えます。事業の継続充実を

望みます。 
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☆ 学力調査事業は、結果分析を児童生徒の学力向上に活かせるよう、外部の専門機

関とも連携して各校に助言できるような仕組みも検討が必要だと考えます。 

☆ ＡＬＴ派遣事業は、教師の英語指導を補完する大切な事業です。しかし、授業の

連絡調整の時間がとりにくい小学校で、日本語理解への意欲の乏しい外国人講師が

派遣されると、授業の打ち合わせがスムーズにできません。英語圏で数年間生活経

験のある日本人講師も検討してはどうでしょうか。 

☆ 特別支援教育支援員配置事業は年々充実していますが、障がいの多様性や支援員

の悩みなど現実に即した研修内容が求められます。 

☆ 適応指導教室事業は、不登校の児童・生徒への支援で重要な役割を果たしていま

す。しかし、通塾方法等がむずかしい児童・生徒もいるのではないかと思います。

学校と連携した家庭訪問など、児童・生徒への対応が柔軟にできる体制の充実を求

めます。 

☆ 明るい学校づくり支援事業は、外部機関による児童生徒集団の現状分析の診断は

有効であり、学力向上を支えるうえでも、継続する必要があります。 

☆ メイトランドエリアスクール交流事業は、交流相手の現状をよく把握し、今後の

進め方を検討する必要があります。国際交流については、民間の事業に参加する生

徒への補助金交付という方法もあるのではないでしょうか。 

〈社会教育課〉 

☆ 文化センター事業については、設置後 40 年を経過した美作文化センターは、耐

震化とともに楽屋の設置とトイレの改修を期待します。文化活動の拠点としてふさ

わしい施設にしてほしいと思います。 

☆ 公民館事業については、地域の生涯学習の拠点施設としてその役割を果たしてい

ます。利用状況を踏まえながら、バランスのとれた公民館の再編成を検討してはど

うでしょうか。 

☆ 図書館事業については、各地域に図書館が整備され、相互の連携で住民の利用ニ

ーズに応じた対応がなされていると思います。また、子ども読書推進計画が示され、

本の読み聞かせやスタンプラリーなど子どもたちが本に親しむ取り組みがなされ

ています。今後、図書館相互の連携を深めるとともに、住民に利用されやすい開館

時間の見直しはどうでしょうか。 

☆ おかやま子ども応援事業は、地域のボランティアの人たちに支えられて取り組ま

れていますが、ボランティアの固定化など課題もあります。また, 応援事業の中に

位置づけられていないが、土居小学校の通学合宿や美作中学校の放課後教室など、

活動内容は同じものもあります。今後の事業の広がりの対象として考えられます。 

☆ 青少年育成センター事業は、学校や関係機関との連携の中で大きな役割を果たし

ています。今後、パソコンやスマートホンが普及する中で、小中学生が「ラインい

じめ」などの被害にあわないように、ネット問題への対応の充実も期待します。 

☆ 人権教育の推進については、学校や地域・職場でのさまざまな取り組みが行われ

ています。今後も、教育行政のすべての分野で人権尊重の精神が貫かれ、学校や家

庭・地域との連携の中で、自己点検と振り返りを大切にして推進を図ってください。  
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〈スポーツ振興課〉 

☆ ニュースポーツ普及事業は、各地域の社会福祉協議会と連携しながら、囲碁ボー

ルやグランドゴルフなど多くの市民に広がりが見られます。今後、高齢社会の中で、

多様なスポーツの普及促進につながる事業であり、一層充実が期待されます。 

☆ 岡山湯郷ベル事業は、美作市民に勇気と活力を与えるとともに、市外から多くの

サポーターや観光客を集め大きな経済効果を生んでいます。しかし、市民の後援会

加入率は必ずしも高いとは言えません。広報誌等でしっかり呼びかけ後援会員を増

やしていくことが大切です。 

☆ 美作市宮本武蔵顕彰剣道大会は全国レベルの多くの剣士の参加で、美作市が宮本

武蔵の生誕地として大きくアピールされています。この大会は、地元の剣道関係者

のみならず多くの市民の誇りとして受け継がれています。 

☆ 市内のスポーツ施設は、美作市民に親しまれて日常的に利用されています。各種

のスポーツ大会で市外からの参加者にも大変好評を得ているようです。こうした状

況をＰＲして、市外からの利用者もふやす方策を開発していく必要があります。ラ

グビー人気が、美作市にとっての追い風になるよう期待します。 

☆ 美作市スポーツ少年団事業は、美作市の青少年の健全育成に大きな役割を果たし

ています。しかし、指導者の奉仕的精神によって運営されているケースも多く、行

政の支援をできる範囲で考えていただきたい。 


